
■司　　会　ＳＡＡ  後藤　英則

■開会点鐘　会　長　安藤　公一

■斉　　唱　手に手つないで　　　
　　　ＳＬ　市川　慎二

■出席報告

　 
■本日の欠席者
漆原、松本

■他クラブ出席者
二宮麻理子　（京都洛中 RC）

■ビジター
北瀬　達也殿（横浜鶴峰 RC）

■皆出席者表彰
安藤　公一会員　　　９年

二宮　　登会員　　　44 年

北澤　正浩会員　　　１年

２０１４年２月１９日　第２１３９回例会　VOL. ４５　No. ３１

本日の出席率　93.75％

本日の出席数   30 名会  員  数 　 　  33 名

修正出席率   　100％
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■会長報告
　先々週に続き先週末も、大雪に見舞われま

した。甲州や秩父などでは、孤立集落がでる

など先々週よりも被害が拡大してしまったよ

うです。被害に遭われた地域の皆様には心よ

りお見舞い申し上げる次第です。人通りの少

ない日陰の場所では、凍りついた残雪がまだ

まだ散見され、スリップ事故等にも気をつけ

ねばなりません。皆様御身体にお気をつけ頂

きこれからも元気にお過ごし頂きたいと思い

ます。

　先週の体験例会には二宮さん親子のご協力

で３名の方々にご来訪頂きました。内田増強

委員長お疲れ様でした。今後も続けて行われ

ていくものと思います。お出で頂けそうな心

当たりのご友人がいらっしゃいましたら、今

からお声を掛けておいて下さい。次回はおそ

らく９月第３週、9/17 となると思います。

　冬季オリンピックソチ大会では、スノーボー

ドハーフパイプや男子フィギアスケートで平

成生まれの若者達がメダルを獲得しましたが、

ジャンプでは昭和生まれの 41 歳の葛西紀明選

手が頑張り個人・団体とメダルを獲得。以下

は葛西選手の言葉です。

　「心技体のどれ一つでも欠ければ絶対に世界

は取れません。精神的にも年を重ねていく中

で、悔しいこと、辛いこと、たくさんの修羅
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場をくぐり抜けてきて、　常に安定した状態を

保てるようになりました。

　心の安定が精神面のみならず体力面にも大

いに影響を及ぼすことを痛感致しました。数々

の修羅場をくぐり抜けてこられた人生の先輩

方と気軽にお話をして頂けるこのロータリー

クラブは、私も含めた若僧達の心を鍛えて頂

ける場なのだと改めて感じ入った次第です。

　既に大会は後半戦に入って今週末には閉会

式を迎えます。これからは、ノルディック複

合団体や女子フィギアでのメダル獲得に大い

に期待したいと思います。

　今月 23 日はロータリークラブが 109 年前に

誕生した記念日です。そして 26 日は、岩沼

RC との友好クラブ締結１周年になります。今

日は、第３例会でナムフォンさんもご出席予

定でしたが、都合により欠席となりました。

次回の近況報告は、来月となります。

　また、クラブフォーラムとして既に皆さん

のお手元にファックス申し上げた３つの案件

に対し皆さんのご意見を伺いたく存じます。

宜しくお願い致します。

○地区関係

１）第４・第５グループの IM は３月６日㈭で

す。田中作次元 RI 会長のお話楽しみです。

２）３月 29 日㈯にローターアクト主催のイン

ターアクト卒業式の案内が参りました。場所

は捜真女学校 9:00 ～ 16:30 です。2/20 締め

切り

３）第１、第２、第３ゾーン合同の会員増強

セミナーが３月 19 日㈬ 10 時～ 16 時にホテル

オークラで開催されます。その案内が地区よ

りまいりました。締め切りは２月 10 日。当ク

ラブの例会時と重なりますが、私が出席する

予定です。その際の例会は増田次期会長にお

願い致します。

４）３月 16 日㈰ 10:30 ～ 16:00 聖光学院にて

ロータリーセミナーが開催されます。入会３

年未満の会員の方、会長、幹事、R 情報委員

長他希望者が対象です。締め切り２月 28 日

５）先日の会長幹事会の席であざみ RC 主催

の講演会「コミュニケーションスキルを身に

つけて夢を手にしよう・影響力のある伝え方、

相手を動かす話し方」が３月 12 日㈬ 18:30 よ

りアートフォーラムあざみ野にて開催されま

す。入場は無料ですが、席に限りがあるため

入場券が必要です。ご興味のある方は私まで

お申し付けください。パンフレットを回しま

す。

６）恒例の地区協議会が４月 13 日㈰東京都市

大学横浜キャンパスで開催されます。次年度

の各委員会の委員長の方はご予定ください。

○クラブ関係

１）本日お越しの鶴峰 RC 北瀬さんより、鶴峰

RC の現状を簡単にお聞かせ頂きたいと思いま

す。宜しくお願い致します。

■雑誌委員会　　　　　　　　　岡田　清七

　ロータリーの友雑誌委員会として、今回

120 年来の記録的な大雪のおかげでじっくり

読ませていただき、ロータリーの友がロータ

リアンとしてこんな素晴らしい情報雑誌であ

ることを改めて感じました。

 ２月号の特集は世界理解月間です。ロータ

リーとして世界各地で本当に素晴らしい親睦

と奉仕活動をされている情報誌です。この広

い世界に出会い、奉仕、親睦、何かに迷いがあっ

た時改めて読むと素晴らしい雑誌であること

を感じました。

　右開きのページからは国内情報として、友

愛の広場、ロータリーアットワークによる各

地での活動を、旭ロータリークラブでもそれ

以上の活動をしているので、前に行った活動

を広報で投稿してはと、おもいました。

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

安藤　公一／①鶴峰 RC の北瀬さん、ようこそ

いらっしゃいました。②本日のフォーラム宜

しくお願いします。③ソチオリンピックでの

日本人選手の健闘を祝して。

福村　　正／鶴峰ロータリーの北瀬さんよう

こそ。

綿貫　守一／大雪で皆様大変ご心配の事もお

有りでしょうが、いかがでしたか。又、被災

地の方々に御見舞申し上げます。

吉原　則光／本日の卓話のフォーラム、みの

り多きことを期待します。

二宮　　登／ 44 年の皆出席お祝いありがとう

ございます。

北澤　正浩／皆出席のお祝い、ありがとうご

ざいます。皆様のご支援があったから続けら

れたと思います。これからもがんばります。



・クラブに受入が出来ないときには、NPO 法人

　にもお願いする。

・会長からの指名によって受入をした (以前 )

（第５G）

・個々に受入出来ないか検討したが、家庭の

　都合等で難しい。

・前、現ホストファミリーにお願い出来ないか。

・これも無理なら地区に相談する。

（第６G）

・地区の青少年交換委員に一任する。

２）鶴峰 RC 解散に伴う我がクラブの対応に
ついて
（第１G）

・解散が決まった以上クラブで何をするとい

　うより、個々で地道に勧誘する。

・旭クラブの活動内容の PR に努め入会を募る。

（第２G）

・クラブとしてはこれまで鶴峰 RC に対して　

　様々なアプローチをしてきた。これからは

　各会員から個別にアプローチを続けるしか

　ない。

（第３G）

・特に親しい方が個別交渉するしかない。

　(横浜旭への入会に限らず )

・入会金はゼロにして良いのでは ?

（第４G）

・当クラブには鶴峰 RC との合併に反対者はい

　ません。

・クラブから積極的にメーキャップに行き、　

　声をかける。

・ガバナー補佐に関しまして、当クラブには

　該当者がいないと思われます。鶴峰の寺尾

　さんにはぜひ！

（第５G）

・解散決定の経緯、北瀬さん等のお話から、　

　旭 RC への移籍を考えるのは急には決められ

　ないと思うので、ある程度時間を掛け、個

　人個人にお話した方が良いと思う。

（第６G）

・４月あたりから積極的に勧誘活動を行う

・プロバスクラブのスポンサーシップをとり

　一定の歯止めとする。

３）米山奨学生受入の件
（第１G）

・米山奨学金のあり方が、曲がり角に来ている。
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太田　勝典／鶴峰 RC の北瀬様ようこそ。

斎藤　善孝／北瀬さんようこそ。

杉山　雅彦／先週末の大雪、皆様大丈夫でし

たか ? うちの銀行は休日返上し、皆で雪かき。

駐車場、ATM とも支障のない様、対応しました。

倉本　宏昭／北瀬さんようこそ！フォーラム

の成功を祈ります。

佐藤　真吾／鶴峰ロータリークラブ北瀬さん

ようこそ。

田川　富男／北瀬さんようこそ、旭ロータリー

クラブへ。

青木　邦弘／①先週は体験例会、内田さんご

苦労さまでした。②北瀬さんようこそ。

鈴木　茂之／大雪お見舞申し上げます。

■「緊急クラブフォーラム」　
第１G（吉原、関口、内田、新川、五十嵐）

第２G（佐藤、千葉、斎藤、鈴木、北澤）

第３G（杉山、綿貫、二宮、倉本、川瀬）

第４G（青木、太田、田川、吉野、二宮（麻））

第５G（今野、安藤（達）、岡田、矢田、兵藤）

第６G（福村、安藤（公）、後藤、市川、増田）

１）ナムフォンさん、ホストファミリーの件
（第１G）

・近隣クラブや地区に相談する。

・これまでに理事会で議論されたと思うが、　

　その経緯を説明してほしい。

・今後は、一方的な割当ではなく、クラブの

　事情を踏まえて、受入クラブを選考してほ

　しい。

（第２G）

・今月いっぱいを期限にもう一度各会員に受

　け入れの検討をいただく。ダメな場合はそ

　の理由を会長に書面で提出

　（今後の参考にもなる）

　検討の結果、受け入れ先がない場合は、外

　部の団体・個人にお願いをする。

（第３G）

・外部委託するしかない。NPO や個人宅で受入

　をしているところがあるはず。横浜中 RC で

　も実績があると聞いている。その代わりロー

　タリークラブとして交替で休日を含めお世

　話する。

（第４G）

・今後について。受入体制が出来てから受入

　するように。
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　単なる割当ではなく、クラブの要望も視野

　にいれてほしい。

・特定の国に偏らないで、国別の数のバラン

　スを決めてみるのも一案ではないか。

・本来の目的からかけ離れた学生には、ペナ

　ルティーも考えてはどうか。

（第２G）

・米山奨学金のそもそもの主旨を考えると確

　かに現実は違ってきている。選考基準や方

　法についてはとやかく言えないが、中韓以

　外の国の奨学生を受け入れたいと申し出る

　のはいいのではないか。

（第３G）

・選考方法を見直して中、韓にかたよらない

　ような方法を考えてほしい。

・ほかの ASEAN 諸国、アフリカにも目を向け

　優先的に。

（第４G）

・一時的な感情によって、中国、韓国にこだ

　わるべきでない。

・現在、国際協力につとめている。

・日本の国益にかなうのでは。

（第５G）

・米山奨学生制度の本来の趣旨より離れてし

　まい、勉学後日本で就職する学生が多くなっ

　てしまったが、中国韓国以外の東南アジア

　の学生にシフトすべき…は当然である。

　現在の傾向を少しでも本来の姿にするため

　に、募集時には、ホストクラブが留学期間

　中に学生に強く伝える必要あり。

　しかし日本で仕事をすることも無駄ではな

　く、将来自国へ戻って活躍する機会がある

　と思う。

（第６G）

・賛成。

・学生のその後の経過リストを作成し、制度

　の妥当制を検討。

・国内の若者を対象とする。

■次週の卓話
吉野会員

「昭和天皇とマッカーサー元帥」

　　　　　　　　　　週報担当　内田　　敏

■ RI ロン D. バートン会長メッセージ
　　　　　　　　　　　　　　　2014.2 月　
○ポールハリスの夢を映す国際大会

　親愛なるロータリアンの皆さん、ポール・ハリ

スと３人の友人が最初のロータリークラブを創立

したのは 109 年前の今月です。彼の目標は見知ら

ぬ人ばかりの街で、同じ価値観を分かち合う人と

親睦のオアシスをつくるというシンプルなもので

した。

○生き続けるポール・ハリスのビジョン

　時を経て、ロータリーの哲学は発展し成熟し、

ロータリアンの理想は、奉仕、職業倫理、国際理

解と広がりました。ロータリーが成長し広まった

時、ポール・ハリスは、紛争が完全になくなった

世界を思い描きました。個人的なつながりと違い

を受け入れる包容力で、戦争は過去のものになる

だろうと考えました。もし、人々が友情と寛容の

精神で一つになることができさえすれば、いかに

共通点が多いか、すぐに理解するだろうと、彼は

感じたのです。幸いなことにポール・ハリスは、

存命中にロータリーの考え方が確固たるものとな

り、世界中の国々でロータリーが創立されるのを

見ることができました。毎週、3 万 4,000 の地域

社会において、それぞれのロータリークラブの例

会の中で、彼のビジョンは生き続けています。し

かし、国際ロータリー（RI）の年次大会ほどポール・

ハリスのビジョンを鮮明に映し出しているところ

は、世界のどこにもないでしょう。

 今年、６月１～４日にシドニーで開催される第

105 回 RI 年次大会で、私は議長を務める栄誉に浴

します。シドニーは活気ある中核都市で、西と東

の玄関口でもあり、ロータリーの国際大会の開催

地として、まさにふさわしい場所です。たちまち

わくわくし、リラックスできるこの街は、多様性

に富み、豊かな文化と歴史があり、そして、私が

訪れるのを楽しみにしている街の一つです。私は、

この街がいつも故郷にいるような気分にさせてく

れることを知っています。また、いつも新しい発

見があります。

 　2014 年、ロータリーの会員はシドニーに集まっ

て、シドニーから「グダイ（G’day ＝ Good Day）」

と言いましょう。世界に手を差し伸べるために、

そして、お互いに手を取り合うために、私たちは

友人として、そしてロータリアンとして、誰もが

歓迎される環境の中で集います。私たちの成功を

祝い、将来に目を向け、「ロータリーを実践し　み

んなに豊かな人生を」の新しい方法を見つけるた

め、皆さんの参加をお待ちしています。


